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令和元年度第１回高島市総合教育会議 会議録 

日 時  令和元年１１月２２日（金） 

     開会 午前１０時００分 

     閉会 午前１１時２４分 

場 所  高島市役所 新館３階 会議室１１・１２ 

出席者  市長    福井 正明 

     教育長職務代理者 

 小多 偕裕 

     教育委員  三矢 艶子 

          川原林 正英 

               田邊 栄美子 

    教育長   上原 重治 

    事務局 

（市長部局） 

   政策部長      中川 義人  健康福祉部長    藤原 秀夫 

   子ども未来部長   清水 真理子 健康福祉部次長   西村 陽子 

   カンガルー教室所長 三家丸 誠人 障がい福祉課長   川崎  弘 

健康推進課長    安福 将之  健康推進課主監   水浦 久美 

健康推進課主査   向井 亜季 

       

（教育委員会事務局） 

   教育総務部長    北村 英明  教育指導部長    川島 浩之 

   教育総務部次長   川原林 剛  教育総務部次長   山本 純子 

   教育総務課長    大塚 寿彦  文化財課長     松田 邦幸 

  市民スポーツ課長  角野 和善  図書館長      玉木 健史 

   学校教育課長    村田 秀俊  学事施設課長    辻  信孝 

学校給食課長    長瀬 千恵美 学校教育課指導主事 三宅 貴子 

教育総務課参事   上原 真哉  教育総務課主査   岡本 健太郎 

傍聴人  １名 
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みなさん、おはようございます。定刻となりましたので、ただいま

から、令和元年度第１回高島市総合教育会議を開会いたします。 

開会にあたりまして、福井市長がご挨拶を申し上げます。 

 

それでは改めましておはようございます。今も司会の方からござ

いましたように、本日は令和元年度第１回の総合教育会議という

ことで、委員各位におかれましては大変お忙しいところ、ご臨席賜

り感謝申し上げます。また日頃から高島市内の学校教育でありま

すとか、あるいは社会教育など各般にわたりまして委員会活動を

通じて、市の教育行政にご提案等いただいておりますことに対しま

しても感謝申し上げる次第でございます。この総合教育会議は、ご

存知のとおり、平成２７年からスタートしてございまして、今までいじ

め問題でありますとか教職員の働き方改革、あるいは地域学校協

働活動といった様々な角度からご意見を賜りながら、それぞれ教

育行政等に反映させていただいているところであります。今日はご

案内のとおり、発達支援センターを来年度、開設を予定しておりま

して、子どもたちのおおよそ１０％前後の対象児童がいるという中

で、子ども未来部、健康福祉部そして教育委員会の担当部局等

で様々な行政施策を展開しているところでありますけれども、国の

方の指針で各自治体で令和２年度末までに、そうした総合的な体

制を整えるという意味の支援センターの設置が要請されているとい

うことも背景にあるわけであります。いずれにしても子どもたちは、

ひとりひとりが個の存在でありますので、そういう子どもたちに関係

部局が縦割ではなく横串を刺しながら連携をしながら必要な子ども

の育ちを支えるということが求められているわけでありますので、来

年度開設に向けまして、今工事等をやっていただいているんです

けども、その運営等につきまして、今後の在り方も含めてご意見を

賜れればという主旨で今日のテーマにさせていただいたところであ

ります。 

少し余談になりますが、このセンターは旧の新旭町の時代に設

立されました「いきいき元気館」という比較的高齢者を中心とした

健康増進のためのプールであったり、あるいは軽いスポーツができ

るような施設として供用をしてきたところでありますが、施設が老朽

化していることと、プールの施設の改修が緊急に必要ということも
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福井市長 

 

 

過去にありまして、合わせて高島市内には公共施設が旧の６町村

の施設を合わせますと、３００を件数で超えてございまして、その施

設の延べ床面積を市民のお一人当たりで割りますと、だいたいお

一人７㎡ほどでございます。これは全国あるいは県内のそれぞれ

自治体が抱えてございます公共施設の延べ床面積のだいたい倍

を超えてございまして、一方で公共施設の再編整備も将来のこと

を考えますとやっていかなければならないということで、このテーマ

である発達支援センターの建設が必要という課題もございましたか

ら、旧来のいきいき元気館を廃止させていただいて、そして子ども

たちを支える発達支援センターに衣替えをさせていただこうというこ

とできたわけであります。もとより、こういう公共施設を再編します

のは、総論賛成、各論反対というのが大方のご意見でございまし

て、それまで利用されていらっしゃいました方々から反対運動とい

かないまでも存続の署名活動でありますとかいろいろございまし

て、これもかなり厳しいご意見を届けていただいたわけであります。

しかし一方で、将来の高島市の在り方を考えた場合にどうしても必

要な施策については緊急性等を勘案して取り組まなければならな

い、先送りは許されないという状況でございますので、最終的には

一定ご理解をいただきながら支援センターの建設を今整備させて

いただいているということも背景にあることをご理解をこの機会に賜

れれば光栄でございます。では貴重な時間でございますので、有

意義な総合教育会議になりますようご祈念申し上げまして私から

のご挨拶とさせていただきます。お世話になりますがどうぞよろしく

お願いします。 

 

本日の総合教育会議の出席者につきましては、市長、教育委

員の皆様、教育長のほか、お手元に配布しております座席表のと

おりでございますのでご確認をお願いします。みなさんよろしくお願

いいたします。それではここからは市長の進行によりまして、会議

の方を進めていただきます。福井市長、よろしくお願いいたします。 

 

それでは次第に基づきまして、会議を進めさせていただきますの

で、ご協力をお願いします。それでは、本日は「センターの立ち上げ

に向けて」をテーマとしてございますので始めさせていただきます。
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それでは事務局の方から、協議次第に従いまして順次概要の説

明をお願いします。 

 

健康推進課の水浦です。よろしくお願いします。 

それでは早速説明に移らせていただきます。高島市児童

発達支援センターの立ち上げに向けてということで、最初

に国の動向について説明させていただきます。先ほど市長

の方からもご説明がありましたが、平成２９年厚生労働省

の告示１１６号によりまして、「令和２年度末までに、児

童発達支援センターを各市町村に少なくとも１ヶ所以上設

置を基本とする」という内容が示されました。高島市にお

きましては、平成２７年度に健康推進課内に、「発達支援

グループ」を設置し、発達支援センターの構築に向けてと

市の発達支援体制について協議を進めてきました。また、

「高島市障がい者計画」の中に、平成３０年度から令和２

年度までの５ヶ年計画なんですけれども、児童発達支援セ

ンターの設置目標を盛り込みました。 

続きまして、高島市の児童発達支援センターの対象とす

る子どもさんについて説明させていただきます。児童福祉

法におきまして、児童と定められていますのが０～１８歳

です。それにならいまして、発達に課題のある０～１８歳

の児童を対象とします。発達に課題ということなんですけ

れども、「集団生活がちょっと苦手だな」とか「言葉の遅

れがあるな」とか「身体の使い方がぎこちないな」とか

様々な発達の課題から障がいと診断されているお子さんま

で様々な段階があります。そのような発達に関する気がか

りや困りごとを抱えておられるお子さんに合った支援をで

きる体制を構築するために協議を進めてきました。 

まず市内の関係機関の方々と一緒に発達支援体制に関す

る課題について検討しました。その中で出てきました課題

を大きく７つに分けて課題を考えました。 

まず１つ目には相談窓口が分かりにくいということ、２

つ目に使えるサービスが分かりにくいということで、住民

の方にもまた支援者の方にも使えるサービスが分かりにく
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いという課題がありました。３つ目には関係機関が複数関

わっていてもなかなか連携が十分にとれていないというよ

うな現状があるという課題も出てきました。４つ目には支

援者の研修体制が十分ではなく、人材育成の体制がしっか

りととれていないという課題も出てきています。また、子

どもさんは成長に伴いまして、園であったりとか小学校・

中学校・高校と所属する機関が変わっていくんですけれど

も、その成長段階により支援が途切れやすいというような

課題も出てきました。また、このようなお子さんを抱える

保護者の方が問題を抱え込んで孤立しやすいというような

状況であったりとか、地域の方では、「障がい」であった

りとか「発達支援」「療育」などの言葉が、ネガティブな

イメージとして捉えられ、なかなか支援に結びつかないと

いうような課題も挙げられました。 

そのような課題から高島市の児童発達支援センターに求

められる役割ということで、この７つの項目について考え

ました。１つ目は、分かりやすい相談窓口であること。２

つ目は支援に関する情報発信が十分になされる機関である

こと。３つ目には、サービスの質の向上のための人材育成

の体制が十分にとれること。４つ目には、関係機関の連携

強化がしっかりと図れること。また、切れ目のない支援シ

ステムが構築できること。保護者の支援が十分になされる

こと。それから、地域に向けた正しい理解を得るための啓

発を十分に行っていくことです。この７つの役割を考えま

した。 

これらの役割を十分に担うためには高島市の発達支援体

制の再構築が必要であり、３つの機関を統合させるという

ことを考えました。１つは現在、健康推進課の中にありま

す発達支援チームを切り離し、児童発達支援センターの中

に置くということ。それから現在、今津で療育教室として

実施していますカンガルー教室を移設すること。３つ目は

学校教育課で所管しておりますことばの教室、それから巡

回相談事業についても児童発達支援センターに移管すると

いうことを考えました。ただし、ことばの教室と巡回相談
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につきましては、現在の学校でありますとか園での活動を

中心に、ということで考えております。 

児童発達センターの位置ですが、先ほど市長からも説明

がありましたが、旧のいきいき元気館を転用することを考

えております。センター内の配置につきましては、図の方

をご覧ください。カンガルー教室が今津から移転する予定

になっておりますので、赤で囲っているスペースにつきま

しては、主にカンガルー教室が使用することを考えていま

す。左側のスペースにつきましては、相談事業等の業務に

ついて主に行うスペースとなります。 

次に児童発達支援センターが持つ機能について説明をさ

せていただきます。児童発達支援センターについては、５

つの機能を持つことを考えております。 

まず１つ目につきましては、相談機能です。保護者の方

や本人、支援機関の方から様々な相談を受けて必要な支援

につなぐという総合相談窓口としての位置づけを考えてお

ります。２つ目の機能としましては、連携・調整機能で

す。必要な支援が適切な時期に受けられるよう関係機関が

連携し、支援の方向性や役割分担の調整を行います。主に

は、会議の開催、それから個別支援計画の作成です。会議

につきましては、そのお子さんにとって必要な支援を検討

する、そして必要なサービスにつなげるというような教室

等への利用決定の会議。それから学校や園での困りごとが

生じた際に個々に検討を行う個別検討会議。それから関係

機関のネットワークを構築するための会議等になります。 

これに伴いまして、サービス利用の流れについて説明さ

せていただきます。イメージ図につきましては、別紙につ

けさせていただいておりますのでそちらをご覧ください。

全体ではそれぞれのサービスは、それぞれの人で行ってお

りますので、利用対象となるお子さんにつきましては、そ

れぞれの機関の判断基準であったりとか、会議によって決

定をしております。その会議を一本化し、子どもさんにと

って必要な支援が何かということをまず考え、それによっ

て必要な支援、教室等の利用について検討します。これら
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を一本化することで、統一した判断基準のもとで決定を行

っていくということになります。 

３つ目の機能としましては、発達支援機能です。子ども

さんの発達に応じた適切な支援、それから環境設定を行う

ことでその子らしく集団でしたりとか社会生活に適応する

能力を高めるということを目的に主に専門的な相談、それ

から発達支援の教室を実施します。 

専門的な相談としましては、臨床心理士が行います心理

発達相談があります。発達検査や遊び・学習等の様子を観

察することにより、必要な支援につきまして、保護者や支

援者への助言・指導を行います。２つ目には、作業療法士

が行いますＯＴ発達相談があります。姿勢や生活動作、身

体の使い方の観察を行います。そして必要なことにつきま

して、保護者や支援者への助言・指導を行います。３つ目

は、巡回相談があります。園や学校に出向きまして、生活

活動や学習の観察、発達検査などを行います。必要に応じ

て、保護者や支援者に助言・指導を行います。 

また、発達支援の教室としましては幼児のフォロー教室

としまして、主に就園前のお子さんを対象にした教室があ

ります。こちらにつきましては親子で教室を実施しまし

て、保護者の方の子どもさんへの関わり等について理解を

深めるための教室になります。カンガルー教室につきまし

ては、発達に応じた１対１の活動を中心に実施していま

す。こちらは保護者の発達に関する学習であったりとか、

困りごとなどテーマを決めて悩みごと等の共有・意見交換

を行ったりしています。３つ目には、ことばの教室があり

ます。発音等言葉に関すること、発達に関することを中心

とした個別の指導になります。 

こちらは資料にはないんですけれども、教室の様子を少

し見ていただけたらと思って、写真をつけさせていただき

ました。こちらは幼児発達フォロー教室になります。小集

団で実施している教室です。小集団ですので最初は、入れ

ず泣いていた子たちも、回数を重ねるごとにいろんな姿を

見せてくれてできることであったりとか、それこそお母さ
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んと共有する中でお母さん自身も変化が出てきます。 

こちらはカンガルー教室の様子になります。１対１の療

育ということで、個々の発達に応じた療育を実施していま

す。ひとりひとりの発達の特性を捉えて、個々に合った支

援を行うことで、たくさんの笑顔が見られています。それ

が発達を伸ばす大きな力になっています。 

児童発達支援センターの機能の４つ目、情報集約機能に

なります。こちらは乳幼児期から成人期に至る個人の発達

や支援経過等の情報を集約することになります。今はそれ

ぞれの支援機関の方で記録・保管をしていただいていると

ころなんですけれども、それをセンターの方で集約し、乳

幼児期から成人期に至るまでのそのお子さんの支援経過が

分かるというような形になります。そのことで必要な時に

必要な情報が取得できる体制作りを行っていきます。 

センター機能の５つ目としましては、地域支援機能で

す。地域の子どもとして温かく見守られて、安心して暮ら

せるよう地域の理解や支援機能の充実を図ります。主には

３つのことを考えております。保護者への支援、学習会で

あったり、交流であったり、そのような場の提供を考えて

います。地域支援機関への支援につきましては、課題にも

ありました人材育成のところで研修等の開催を考えていま

す。また、地域に対する普及・啓発というところでは、広

く発達に関する理解を深めたりとか温かく見守っていただ

けるような普及・啓発に努めていきます。 

これらの機能を担うことで、切れ目のない継続的な発達

支援の体制を構築していくことを考えております。 

 

学校教育課 村田でございます。私からは学齢期の子ど

もたちの状況についてご説明をさせていただきます。 

まず学齢期におきます子どもたちの支援体制でございま

す。就学を機に、特別な支援が必要な子どもたちの個々の

子どもたちにふさわしい学びの場がどこであるかを検討す

る教育支援委員会があります。これは、保護者の了承を得

た上で、検討を行うことになりますが、その結果、保護者
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の意向に基づき小学校の特別支援学級、または特別支援学

校への就学など、その子に合った就学先に進んでいきま

す。 

 特別支援学級は、今年度市内に３６学級ございます。１

学級最大８名までという小集団で学んでおります。特別支

援学級も特別支援学校も、障がいの種別に応じて、個に応

じた教科の内容や生活に役立つ内容を学習しております。

何より将来にわたって、自立と社会参加ができる力を身に

つけられるよう、計画を立てて支援をしております。それ

以外の児童生徒につきましては、通常の学級に在籍してお

ります。その児童生徒のうち、約１０％にあたる児童生徒

について、特別な支援が必要であるという捉えをしており

ます。担任らがクラスの中で個別に配慮するケースが一般

的ですが、特別支援教育支援員が配置されております学校

につきましては、特別支援教育支援員が授業者と連携を取

りながら、授業の中で必要な支援を行っております。 

このグラフは市内小中学校の特別支援学級に在籍する児

童生徒、および市内に在住しており新旭養護学校に在籍す

る児童生徒数の割合でございます。年度ごとの特徴はござ

いますが、総じて増加の傾向にございます。理由といたし

ましては、知的障害特別支援学級や自閉症・情緒障害特別

支援学級に入級する子どもたちを中心に、在籍する児童生

徒の割合が徐々に増加しております。この傾向は、県でも

全国でも同様のことが言えます。 

このグラフは通常の学級に在籍している児童生徒の中で

特別な支援が必要だと捉えている児童生徒の割合でござい

ます。こちらにつきましても年度ごとの特徴はございます

が、総じて増加の傾向にあるといえます。発達障害の児童

生徒が増加している要因につきましては、多岐にわたるた

め特定することはできません。ただ子どもたちに対する教

員の見立ての充実も増加の要因のひとつではないかと考え

ております。 

続きまして、通常の学級での支援体制についてご説明さ

せていただきます。通常の学級に在籍する特別な支援が必
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要な児童生徒、約１０％の子どもたちですが、発達になん

らかの課題があり、学習障害や注意欠陥多動性障害という

ふうに考えております。その子たちには、個に応じた専門

的な支援が必要であると考えられますので、その中で約４

分の１の児童生徒が、通級指導教室を利用しております。

通級指導教室は、現在市内小中学校全体で４教室設置して

おります。在籍校にない場合は、保護者に送迎していただ

いております。基本的に週１～２時間通級指導教室に通

い、１対１で指導を受けます。ここでは、学習上であった

り生活上の困難を改善・克服するために必要となる知識・

技能・態度・習慣を身につけることを目指します。そし

て、通級指導教室の担当者と学級担任が連携を取りなが

ら、身につけた力を在籍している学級で発揮するというこ

とを目指しております。通級指導教室を利用していない児

童生徒の中には、発達検査を実施したり専門的な機関にか

かり個別の指導計画、個別の支援計画のもと支援をしたり

しているケースもございますが、適切な支援につながらな

い児童生徒もおり、次にご説明するような課題も現れてき

ております。 

子どもたちには、授業が分かり学習活動に参加している

実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、

生きる力を身につけてほしいというふうに考えております

が、その環境が整わなかったり、必要な支援を受けられな

かったりすることによりまして、注意されることが続いた

り、人間関係のトラブルが絶えなかったり、できる喜びを

感じることができずに自己肯定感が低下したり、そして

「学校が面白くない」「学校に行きたくない」といって、

不登校になったり、問題行動を起こしたりする、そのよう

な二次的な問題に発展してしまう児童生徒も一部にはござ

います。 

こうした特別な支援を必要とする児童生徒の対応につき

ましては、できる限り早い時期に、保護者と連携しなが

ら、個に応じた環境づくりを行うことが大切であると考え

ており、各学校で特別支援教育の充実に努めていかなけれ
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ばならないと考えているところでございます。以上で、高

島市児童発達支援センターの立ち上げに向けてのご説明を

終わらせていただきます。 

 

はい、ありがとうございました。最初、今の発達支援に

係る教育なり、福祉なり、様々な角度から説明をいただい

たわけなんですけども、全体がいきなり２０、３０分程度

で全体の状況を説明いただいて、少し論点を絞らなければ

なと思いながら聞かせてもらったんですけれども。まず委

員の皆さんで今の説明でこの点は１回確認をしておきたい

とか、あるいは少しこのあたりが分からないというご質問

がありましたら、今日は教育委員会なり、健康福祉部、あ

るいは子ども未来部等の関係部長や担当者まで出席をいた

だいておりますのでこの機会にご質問がありましたらお願

いをいたします。 

口火を切らしていただいて私の方から。先ほどの説明で

児童福祉法は０歳から１８歳まで、つまり高校卒業するま

でというような就学の期間があるわけですけども、例えば

先ほどの説明で子どもたちの個々の対応に対して、調整会

議と言いますか、そういうものも開きながら、そして個別

支援計画を作っていただいていると。これも必要なことだ

ろうと思うのですが、例えば義務教育を終えて高校に進学

する場合に高校教育関係機関とその引継ぎと言いますか、

個別の支援計画なるものを作って、それを高等教育現場に

対してはどういう形で伝達と言いますか、引継ぎと言いま

すか、そのあたりが少しわからなかったなということが１

点あります。それからことばの教室、あるいは巡回相談。

巡回相談は学校教育課ですけども、この発達支援センター

で学校教育課の巡回相談業務も一緒にセンターでやるとい

うことですけども、これはもう一度教育委員会から切り離

して市長部局の支援センターの業務として位置づけられる

のか、それの確認をやっていただければと思います。それ

から少しなかなか難しいテーマだとは思いますけども、先

ほどの説明で養護学校、それからいわゆる特別支援を要す



 

1 2  

 

福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川島教育指導部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る学級に在籍する子どもたちが右肩上がりで増えてきて、

４％ほどの子どもたちが在校あるいは在級しているという

こと、それからその他通常学級に、この発達支援が必要だ

と判断されるであろう子どもたちが１０％あまりいるとい

う話ですけども、先ほどやはり説明の中でそれぞれの個に

応じた教育ということを何回か説明の中で出てきているん

ですけども、いわゆる特別支援学級の子どもとそれから通

常学級にいる子どもたちと、例えば特別支援学級と養護学

校であれば個に応じた教育というのはなんか分かるんです

けども、通常学級にいる、しかも多くの子どもたち、１

０％を超える子どもたちに対する個に応じた教育というの

は教育現場では支援員さんもいらっしゃいますけども、ど

ういう教育活動をされているのか、ちょっと幅広で恐縮で

すが、先ほどの説明を聞かせていただきながらけっこう私

自身そのあたり理解が難しかったので、もし分かる範囲内

であればこの機会に担当部局いずれになるか分かりません

が、答えていただければなと思います。ほかに委員さん、

なにか遠慮なさらずに分からないことがあったらご質問い

ただいて、そしてその上で時間もかなり厳しい状況であり

ますけども、この支援センター開設に向けて今進めていま

すが、あるべき姿みたいなものでご意見を賜れればなと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

失礼いたします。今ほどご質問をいただきましたので、

答えさせていただこうと思います。まず１点目の中学校卒

業後の高校への引継ぎに関するところでございますが、中

学校までの学校生活の様子ですとか、個人的な情報等につ

きましては、中学校を卒業して高校に進む全ての子どもた

ちの情報交換をする場が設定されておりますので、その場

で進学する子どもたちの情報についてはお伝えをさせてい

ただきます。もちろんその中に支援が必要な子どもたちも

含まれておりますので、合わせて丁寧に引継ぎをさせてい

ただくというものでございます。あと個別の支援計画等の

ことも小学校・中学校に引き続いて、引き継いでいってい
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るわけでございますが、このことにつきましては保護者の

承諾を得まして、中学校の方から高校に引き継ぐというケ

ースがございます。もちろん保護者の了承を得てというこ

とでございますが、学校生活で配慮しなければならないこ

と、もちろん学習面もございますし、健康面でもございま

すし、あと子どもたちの仲間との関わり、それもございま

すが、そのことも含めて丁寧にお伝えさせていただいて、

卒業後その子の困り感が発生しないように十分配慮も合わ

せてお願いしたいということも含めてお伝えさせていただ

いているというところであります。次２点目のことばの教

室の位置づけでありますが、対象となりますのは５歳児で

す。就学前の１年間の子どもたちでございますので、基本

的に県内他市の状況を見ていましても健康福祉部と申しま

すか、福祉の部局の方でことばの教室を運営されていると

ころが多くございます。高島市につきましては、小学校の

校舎内にことばの教室を設置しているということもござい

まして、学校教育課の方でことばの教室については所管さ

せていただいておりますが、福祉部局の方に移行したこと

によってスタッフ等は問題が生じることはないと判断をし

ているところであります。続きまして、個に応じた教育で

ありますけれども、通常の学級の中で確かに一斉の指導、

集団指導と申しますか、一斉に指導する機会は多ございま

すけれども、個別のそれぞれ特性がありまして個に応じた

指導が必要となるケースがございますので、教職員一斉授

業の中で個別にその子のところに行ってその子に応じた適

切なアドバイスを一斉授業の中でも行うことがございます

し、学習の課題で特別その子に適したプリントや資料を準

備させてもらって放課後指導にあたるというようなケース

もございます。また保護者との連携を取り合う中で、学校

で気になることを保護者の方と連携をさせていただいて学

校でも困り感がない状況、ご家庭でも困り感がない状況を

一緒に協力しながら作り出していくということで、それぞ

れ一斉・普通通常の学級で過ごすわけですけども、できる

限り保護者と連携を高めながら、その子にとって困り感が
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生じないように、場合によりましたら集団生活の中で周囲

の子どもたちへの働きかけも含めまして、その子が居心地

の良い環境となりますようにそれぞれ設定していくという

のを全教職員で共有しながら、それぞれの教育活動の中で

環境を整えていくというのが基本的には個に応じた指導と

いうふうに考えていまして、その充実を教職員と協力しな

がら図っているような現状でございます。以上です。 

 

それでは特にご質問等がないようでございますので、少

し中身に入らせていただこうと思います。先ほど申し上げ

ましたように、この発達支援というのは間口が非常に広く

ございます。現行の行政サービスと言いますか、行政の取

組施策も多くの部が、ある意味、先ほど川島部長の方から

ありましたように、やはり基本は個に応じた教育というこ

とに重点を置くとすれば、様々な細分化された施策という

のも一定やむを得ないだろうなというふうに思うわけでも

ありますけれども、そういう中で全体通じてこうあるべ

き、あるいはこの課題についてはどうすべきかというご意

見を賜ったうえで、また先ほど繰り返しになりますが、新

しくオープンをさせていただくセンターの運営に資してい

ければなというふうに考えてございますので、どなたから

でもけっこうですのでご意見賜れればというふうに思いま

す。 

 

川原林です。ただいま児童発達支援センターについての

説明をいただきましたけれども、大変３つの機関が１つの

センターとなって対応されるということで、保護者にとっ

ては分かりやすい窓口であったり、切れ目のない支援シス

テムができたということで大変メリットがあると思うんで

す。ただですね、保護者の立場から考えますと、いろんな

方がたくさん集まってこられるセンターでありますので、

そこになかなか集団、多くの人が集まるところが苦手な子

どもたちがそこに行くことを遠慮しないかとか、また保護

者として人の目が気になる保護者であればそういったとこ
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ろにいっぱい人がいるところに、人目がつかないようにし

ている保護者にとってはですね、なかなか相談に行きにく

いのではないかというような懸念があるかと思います。そ

ういったところを子どもたちに寄り添って、また保護者等

の対応を考慮いただきながらこういったセンターの運営と

いうのをしていただければなというのが今聞いて思いまし

た。 

 

はい、ありがとうございます。こういう形で発達支援セ

ンターを糧にある意味、機能的にもあるいは組織の横断的

にも統合していくという形になるわけですが、そのことに

よって子ども自身の受け止め方、さらに保護者の思いも

様々でありましょうから、そのあたり配慮なりあるいは

個々の実状に寄り添いながらの対応が必要だなと非常に貴

重なご意見・ご提案でございますが、これに対して関係部

局、これは運営が主になるので健康福祉部、課長よろしい

ですか。 

 

健康推進課の安福です。どうぞよろしくお願いします。

非常に抵抗感を感じられる保護者もあるとは考えておりま

す。少しでもそういった形で誰もが親しみやすい施設にで

きるような工夫は今のところ運営側としても考えておりま

すし、また施設の通称名も検討しているところでございま

す。また障がいの支援を受けるネガティブなイメージ、そ

ういったイメージをやっぱり払拭したいというようなこと

もありますし、保護者の方の支援についても地域の支援に

ついてもそういった啓発などを含めてこのセンターの中で

検討を重ねていきたいと思っています。できるだけ地域の

人にとって敷居の高い施設とならないようにというふうに

考えております。まず市民の声などを取り入れさせていた

だいて今後進めていきたいなと思っています。 

 

貴重なご意見でございましたけれども、もう少し具体的

にもう間近に迫っておりますので、そこはある意味デリケ
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ートな部分もございますし、そこは慎重な上にも慎重に対

応しなければというふうに思いますし、いきなり周辺、例

えば身近な地域の方々に何か改めて説明会をするのも、さ

てそのやり方を考えていかなければなりませんし、そのあ

たりはおそらく今利用されている方々、そういう保護者の

方からのそういう意見も聞いていただく場もあってもいい

のかなと。まだ時間があるのでそのあたりも配慮していた

だければなというふうに思います。できるだけスムーズに

運営スタートという対応をしていただければなと思いま

す。 

 

失礼いたします。健康福祉部長の藤原でございます。今

市長がおっしゃいましたとおり、今後も引き続き丁寧な説

明等も必要になってこようかと思います。なお、この場を

お借りしまして、現状についてご報告をさせていただきま

すと、いわゆる療育手帳の受給者の状況でございますが、

概ね増加傾向でございます。人口減少の中で、身体の障が

い手帳の方については減少しておりますが、この療育とも

うひとつは精神の方でございますが、増加傾向にございま

す。今ご指摘等をいただきました療育関係でございます

が、この増加傾向というのは一定やはりこういったことに

ついての理解が進んでご利用につながってきているという

面が大きくございます。ただし一方では、頑なに拒まれる

方も現状ではあることは否めません。ただいまご意見いた

だいたように今後しっかりと丁寧な説明の機会を持たせて

いただくなど理解に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。 

 

はい、ありがとうございます。他の委員さんで、はい、

どうぞ。 

 

ありがとうございます。先ほどおっしゃっていただいた

意見と同じような意見になろうかとは思うのですけれど

も、この児童発達支援センターの最終的な目的っていうの
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は、児童が１８歳までここの発達支援センターでいろいろ

相談を受けて成長しながら、今度は自立してその後それに

近い状態で生活を送ることができるっていう、そのような

支援をするということであると思っているんですけれど

も、センターの対象が一応１８歳未満、０歳から１８歳と

いうふうに書かれているんですけれども、そこで支援の輪

を終えてしまうのではなくて、成人して自立するまでの長

いスパンを見据えた計画というのが必要になってくるかと

思います。それにはやはり１８歳後の成人した方の仕事だ

ったり、生活だったりを考えていく上では、企業とかの雇

用担当者の方とかのそういう部署との連携というのを強化

していかなければならないと思うんですけれども、私が今

感じたことは、この資料すごく良くできていて、私が思っ

たことというのは資料の中の課題にほとんど入っていま

す。それでもまだまだネガティブなイメージとかがすごく

ひどくって、まだ保護者が孤立しやすいっていうのが当面

の現状だと思うんですけれども、地域の方々からの支援も

当然必要かと思います。でも現場で働いている方々の支援

されている児童だけではなくって、現場で働いている方々

の思いとか困りごとっていうのもやはりもっともっと聞い

てあげる部署も必要になってくるんではないかと思うんで

す。新しい組織を作るっていうことはややもすれば発達支

援センターの立ち上げが目的になってしまって、高島市の

地域に合ったシステム作りだったり、高島市に一番良い形

の組織を作っていくっていうことも大事かと思いますの

で、現場で働かれている方の支援っていうのもひとつ考え

ていただけたらなと思います。 

 

はい、ありがとうございます。今のご意見はなるほど、

センターは設置が最終の目的ではなしに、かつもう少し幅

広く、例えば児童福祉法の０から１８歳ではなしに、その

教育の目標が生きる力を育むのが教育ですから、そういう

方々が自立して生活ができる、そこはやはり行政としてし

っかりフォローすべきではないかということ。本当にその
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福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

川崎障がい福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市長 

 

とおりだと思います。組織的には法律の縛りで１８歳ま

で、そこは卒業して成人を迎え、そして当然就業について

いただいて生活するという環境をいかに作り上げていくか

というところなんですけれども、ここは障がい福祉課が。

そのあたりは行政の施策として、障がい福祉施策の中でや

らしていただいている分野だと思います。ちょっとそこの

説明を。 

 

はい、障がい福祉課の川崎です。よろしくお願いいたし

ます。基本的に１８歳以上の方につきましては、障害者総

合支援法の手続き、制度に基づいて支援の方をさせていた

だいております。高島市には基幹相談支援センターコンパ

スという相談機関がございまして、そこで一元的に相談を

受けさせていただくシステムになっております。働きたい

とか日常生活のリズムを取り戻すのにどこか行くところは

ないだろうかとかそんなご相談、また不安なことがあるん

やけど話を聞いてもらえないかといったそんなご相談も一

緒に承らせていただいております。その中で日中活動の場

とかまた就労に向けた訓練とか、また働きになりますと働

き・暮らし応援センターの方にもつながせていただくよう

なこととなっております。まず日中活動の場としまして

は、市内のＢ型作業所とか生活訓練施設の方に行っていた

だくという手続きに移りますし、就労の場ですと働き・暮

らし応援センターの方が企業訪問をされている中で、企業

の方とその子の特性に応じた仕事の切り分け、それらの提

案もしていただきながらその子に配慮をしていただけるよ

うな仕事の場の方へつないでいただく。またつないでいた

だいた後には、丁寧な定着支援ということで何回も就労支

援員が現場を寄せていただいてその子の状況とかそんなこ

とを確認させていただくということで、一定支援がつなが

って連続していけるような形にはなっております。以上で

す。 

補足は。 
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安福健康推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原健康福祉部長 

 

 

 

健康推進課の方は、近年は高校と、高校の特別支援教育

コーディネーターさんと連携する場面が発達支援チームの

方も増えてきておりまして、ここの分野でコンパスとのつ

ながりもさらに今後、今もコンパスとつながっている部分

もあるんですけども、その段階からもすでに連携してい

く、センターの方に統合することによってさらに拡充させ

ていくという形で今後も進めていきたいなというふうに思

っています。 

 

はい、ありがとうございます。基本的に個々の対象者の

方々から一定の日常生活の中の状況も把握をさせていただ

いて、そしてご希望も聞かせていただきながらそういうカ

ルテと言いますか、個々の情報をコンパスの方で一定整理

をしていただいています。それに応じて例えば、Ａ型とか

Ｂ型就労支援であるとか、あるいはご家族の方が比較的高

齢者になられてきますとデイサービスというご要請もあり

ますので、そのあたりは関係部局で対応させていただいて

いるような今の状況であります。これを発達支援センター

の事業の中で、何か補足をしながら１８歳を超えて１９歳

以降の状況を把握させていただくというのはいささか困難

であるのかなと。そうなりますと、市の部局の健康福祉

部、とりわけ健康推進課、障がい福祉課等で児童福祉法の

対象を外れられた年齢層に対しては、個別の施策で対応さ

せていただきますので、私の受け止め方ですがそういう

方々の成人以降の自立した生活をこの児童発達支援センタ

ーの業務として求めていくというのはいささか難しいのか

なと思います。そのあたりセンター側からいくとどうです

か。いや、市長できますという話なのか制度的にやっぱり

限界があるという話なのか。 

 

健康福祉部長の藤原です。今市長がおっしゃいましたよ

うに、まずは１８歳までの方のつながりをさせていただき

ます。成長されていかれて社会人として活動されている中

において困りごとが生じられた時には、過去のこうしたデ
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藤原健康福祉部長 

 

 

 

田邊教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原健康福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ータが有効活用できるかと思いますので、今後そういった

時には一定アドバイスできるような支援ができればと考え

ています。以上でございます。 

 

当然この支援センターというのは１８歳までという形に

はなっているんですけれども、一応保護者の立場だったり

からすると、そこまではちゃんとしてもらえるんだけれど

も、自分たちが年老いて将来を持った子どもたちが残され

ていくということを考えると、残された後の子どもたちの

方もここまでしっかり見ていただけたら、その後もちゃん

と道筋を作っていただけたら、たぶんそれはすごく安心な

ことじゃないかなと思いますので、そのせっかく作ってい

ただけるのであればそういう長いスパンで子どもたちの成

長を見ていただけたらなと思います。 

 

もう一度ご説明申し上げますと、ご家族等との関係、お

困りになられているご家庭はたくさんございます。いわゆ

る８０・５０というような状態で、いわゆる８０歳の親御

さんが５０歳の引きこもりの方の面倒見られていてＳＯＳ

が出てくる。こういったことは、今まではそれぞれの部局

で市役所の中で対応してまいりました。実はこういったこ

とが現実化してまいりましたので、今年度４月より私ども

の社会福祉課の中にくらし連携支援室というのを設けまし

て、現在その窓口をするとともに今後地域で見守り活動が

できるような地域と協議を進めているところでございま

す。これは今までは個々の施策に特化して取り組んでおり

ましたが、今後はそれぞれの障がい、痛みを個々の特性と

みなして地域の中でこういう方がいても当たり前やという

社会観を構成していくということで、地域共生型社会とい

うのを目指して現在取り組んでいる最中でございますの

で、今後お悩みの時にはまずは社会福祉課のくらし連携支

援室でもお受けして、関係する部局へつなぎながら、ここ

の発達支援センターにもなにかあればつながせていただく

ということでしていけたらと思っています。以上でござい
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藤原健康福祉部長 

 

福井市長 

 

三矢教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

 

他にどうですか。 

 

失礼します。本当に幅広いところのいろんな方々への支

援ということで、幅広いお話になってまいりましたが、高

島市の子育てをされているお母さんの話を聞きましても、

高島市って赤ちゃんが、こういう特別支援とかこういうこ

とでなくって、赤ちゃんが生まれた時から保健師さんが赤

ちゃん訪問に来てくださったりとか、主任児童委員さんが

また赤ちゃん訪問に来てくださったり、いろんな方の世話

になれるんです。少し大きくなっていくと、就学前の子育

て支援センター等々でいろんな活動をしてお母さん方とつ

ながったりして、本当に高島市っていろんなことが充実し

ていて親としても助かるし、子育てってしやすいまちです

よっていう話を耳にします。それを今の活動は幅広くどの

お子さんに対しても行ってくださっている施策だと思うん

ですけども、先ほども出ておりました保護者がこういうセ

ンターとってもいいんだけれどもなかなか足が向かないん

じゃないかとか、いろんな思いがあるので行きにくいとこ

ろになったら残念だっていうお話がございましたが、こう

やって幅広くいろんなところへ出向いて行ってくださって

いるというこういう活動をこれからも大事になさって、そ

こでちょっと気がかりなこと、実はこの子、目が合わなく

ってなかなか私から離れてくれないとか、いろんな生活の

中で困りごとなり心配ごと、この子、ちょっと言葉が遅い

ようなんですが大丈夫でしょうかねっていう、ほんの小さ

ないつも関わっていってくださっている方が心配なさって

いることを、主任児童委員さんであったり民生委員さんで

あったり保健師さんであったり保育士さんであったり、そ

こにいてくださる方にこうして普段の話の中でわざわざ相

談に来ましたではなくて、この子こうなんですけどどうな

んですかねというお話ができる関係、それを今までもたく

さん作ってきてくださっていてありがたいと思っているん
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三矢教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市長 

 

 

 

ですが、これをやはりそういう活動を大事にしていただき

ながら、そこで拾っていただいた困りごとなり心配ごとな

りを、こうした大きな総合的な観点で見ていただけるよう

なセンターへつないでいっていただけたらありがたいなと

思いますし、地域の一市民がなかなか大きな看板の上がっ

ているなんとかセンターというところへ、嬉しい報告だっ

たらいいんですけど、特に心配なことについて相談しに行

くというのは足が遠く重いと思うんですけども、そして保

健師さんと一緒だったりとかいつも活動している主任児童

委員さんがいらっしゃったりとか、そういうようなところ

でつないでいってもらって、分かってますよというような

ところで一緒に困りごとを解決していきたいと。そういう

ことで力を貸していただけるとありがたいと思います。学

校の子どもたちの様子も聞かせていただいた中で、やはり

切れ目のない継続的な支援というのはキーワードで何度も

出てきたと思うんですけども、早く発見していけばいくほ

どできるだけその子の、子どもが悪いわけじゃなくて、ち

ょっとした遅れとか対人関係が難しかったりとかコミュニ

ケーションがうまくいかないとか、ちょっとその子が不器

用なんだけれどもその不器用さを早く発見してあげると、

一緒に関わっていく中でその子が分かりやすい支援を受け

ていくことが早ければ早いほど、ちょっとした支援ででき

ることが増えていくし、自信を持つことができるし、いろ

いろこうなんだけれどこの子はこれができるよ、私はこれ

ができるということが自信を持って大きくなって行けれ

ば、本当にいいかなと思いますし、先ほど学校の二次障が

いの課題もあるんですというお話の中でそういうところも

少しは減っていくといいかなというふうに感じさせてもら

いました。 

 

とりまとめていただきましてありがとうございます。結

局、先ほど冒頭におっしゃっていただいた川原林委員のよ

うに、保護者にとってなかなか足が向けづらい、あるいは

周囲の目を一定気にされる、いろいろな方がいらっしゃい
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ますのでそういう個々の思いにしっかり寄り添ってという

こともおっしゃっていただきまして、内容的にはそのあた

りの話なのかなと聞かせていただきました。結局は例えば

就学前、乳児健診とかあるいは訪問とか、あるいは保育行

政とかいろんな場面で子どもたちのそういう状況について

担当する保健師さんあるいは保育士さん等が気付きをされ

て、そしてその初期段階と言いますか、その段階でいかに

それぞれの保護者に対してそれを説明し、そしてしっかり

と丁寧な相談をしていただくということが、結果として保

護者の理解につながってくるのかなというふうに思います

し、今三矢委員がおっしゃったことはおそらくそういうこ

となのかなと思いながら聞かせていただいていました。や

はりそういう意味でいきますと、センターがあるから対象

となる保護者なり子どもさんにそちらをご利用いただいて

という行政型でなしに、一貫したその施策の中で、先ほど

の健診とか訪問とかあるいは相談とかそういうものをずっ

と一貫してしっかりそれぞれの役割を担うことによって、

自然とこのセンターに対する理解が深まってくるのかなと

思いますので、それは健康福祉部であり、あるいは子ども

未来部であり、あるいは教育委員会であり、さらには広く

考えますと市政全般の話であるのかなというふうに思いま

すので、そのあたりはしっかり取組みをさせていただけれ

ばなと思います。 

 

今、手を挙げて話をしようかなと思ったことは市長がお

っしゃっていたんですが、まず新センターを立ち上げする

という前提で、それをどのように活用していくのかという

ことを、個々それぞれやはり保幼小中、いわゆる保育園・

幼稚園時代からの情報というのと、中学・高校までの情報

の連携が一番大切になってくるかなと。そういう中で保護

者が、いわゆる親御さんが理解をして、抵抗感なしにセン

ターを活用できる、出向いていけるというそういう環境づ

くりが一番大切になってくるかなと。そういうところで抵

抗感なしに地域としてもできるというふうに、機能の中に
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福井市長 

 

 

 

 

川島教育指導部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域支援機能もありますし、そのへんが一番重要になって

くるのかなと。そういう中からそこへ通っておられる方が

抵抗感なしにセンターを利用していくことで、保護者とし

ての抵抗感も消えていくのかなというふうに思いますの

で、やはり保幼小中の情報の提携ということが非常に大切

になってくるのかなというふうに思います。それと同時に

通級指導の中で、いわゆる設置校が４校という状況の中

で、将来的に地域的に考えたらまたいわゆる増設をという

要望も出てくるのではないかと思いますが、そのへんはま

た念頭に置いていただけたらいいのかなと思います。ただ

いろいろと状況もあろうかと思いますが、今の通級・通学

の学級の状況の支援の中では、約１０％というのが抵抗感

なしに行けるというようなことを念頭において進めていた

だけるとありがたいなというふうに思います。それと特に

中学校へ行きにくい子どもたちの支援ということについて

も、少年センターあすくるの方でも関わってなんとか立ち

直りをということで支援をしているということがあります

ので、そのへんも含んでお願いしたいなというふうに思い

ます。 

 

今のご提案ということの中のひとつに、通級指導教室の

増設ということも必要ではないだろうかというご意見、現

在４校でやってもらっているんですけどもそのあたり教育

委員会として何かご意見あれば。 

 

現在小学校で３校、中学校で１校、合計４校に設置して

いるところでございます。まず新旭南小学校、安曇小学校

につきましては、合併前から設置されているところでござ

います。今津東小学校につきましては、平成２９年、２年

前からできて小学校が３つになったと。中学校の１校につ

きましては、実は本年度から設置ということで合計４校の

設置となったわけであります。それで本年度、約１００名

弱の子どもたちが利用している状況でございますが、現在

でいきますと、通級指導教室の設置が徐々にではございま
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清水子ども未来部長 

 

 

 

 

 

 

 

すが、多くの学校で設置されつつございます。それを受け

まして、高島市につきましても平成２９年度に１校、本年

度に１校という状況であります。もちろん設置につきまし

ては県の方で設置されると、もちろん人事配置も含めてと

いうものでございます。本市におきましても、利用者の状

況、人数、そしてうまく子どもたちのいわゆる学習面です

とか生活面での困難の解消が十分できているかどうかとい

うあたりも含めまして議論させていただきまして、また県

の方にも設置要望させていただくという流れになろうかと

思いますが、現在は高島中学校も含めまして４校でうまく

適切な支援が行えるようにということで関係機関等とも連

携を図りながら進めているところであります。 

 

現行市内４教室で、直近では中学校の対象が本年度から

ということでまだまだこの通級指導教室も事業の内容がま

だ十分でないという認識はしますけども、一定今後やはり

対象の子どもたちの推移を見ながら必要ということであれ

ば増設ということも可能性として十分あるのかなと、ある

いはそのことについてもこれは国の配置基準があるので、

市単独で配置するというものでなしに、必要な体制を整え

ながらそのあたりは状況を勘案しながら、必要な場合は国

あるいは県に増設の要請は当然市としてやらせていただく

ことになってくるのかなと。それから先ほどのご質問・ご

意見の中であすくるへの配慮ということも。そこについて

担当部局は。 

 

子ども未来部の清水です。先ほど小多委員からお話があ

りましたが、少年センターの方は主に犯罪防止であります

とか無職少年の対策でありますとか、立ち直り支援などを

行っております。小多委員にも日頃から大変運営にはご協

力いただいているところでございます。児童発達支援セン

ターの内容とちょっと違うところがあるんですけれど、確

かに問題を起こす子どもたちっていうのは外部とのコミュ

ニケーションが取れないことから社会不適応を起こしてい
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上原教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るというそのような分析もしておりますので、重なる部分

もございます。またこの児童発達支援センターは立ち上げ

後は子ども未来部で所管となることであろうかと今考えて

いますし、少年センターにつきましても今年度から子ども

未来部に移管しております。同じ部局の中ということもあ

りますので、今後しっかりと一層の連携を深めて対応をし

てまいりたいと考えております。 

 

はい、ありがとうございます。時間も押してございます

が、教育長どうぞ。 

 

最後に学校現場の方から見た発達支援センターに期待す

る内容について少しお話をさせていただこうと思います

が、先ほどプレゼンテーションで通常学級での子どもたち

への特別な支援を要する子どもたちの割合が増えてきてい

るという話がございました。現実、通常学級の授業であり

ましてもなかなか授業中じっとしていられなくて立ち歩く

子どもたちはおります。また何かあるとかっとなって他の

子どもたちに手を出してしまう子ども、あるいは二次的な

障がいになって反抗的な態度に出てしまう子どもたちもご

ざいまして、現実、日々学校の教員はその子どもたちに関

わりをしているところでもございます。最近はそういう子

どもたちの状況についてスクールカウンセラーとかＳＳＷ

との相談もだいぶ進んでまいったなというふうに感じてい

るところであります。そうなりますとやはり、学校現場か

らはこの発達支援センターとの連携を望む声というのは非

常に大きくなるのではないかなというふうに私としても思

っているところであります。そこで先ほどのプレゼンテー

ションでもありましたが、私としては発達支援センターの

機能である、２番目の連携調節機能、それから情報収集機

能、このあたりが学校が強く望んでくる機能であるかと思

います。なかなか情報を共有するというのは個人情報の観

点もありましてハードルはあるのかも分かりませんが、や

はり切れ目のない支援をということになれば、このあたり
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上原教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の方策をどう整えていくかということがこれから必要にな

ってくるのではないかなと思います。それとやはり、先ほ

ど出た学校での状況であってもなかなか受け入れないのが

親ではないかなと思います。そうなると教育への期待がか

なり高まってまいります。学校としましてもそのような課

題を抱えている子を中心に置いた授業はどうしたらいいの

かとか、あるいはノーマライゼーションの視点をどう取り

入れるのか、あるいは授業を複線化して個に応じた授業を

どうするか、このあたりの体制は今後とも充実していかな

ければならないというふうに考えています。教育はだいぶ

多様化してまいりましたので、そういう面で教育としても

充実しないと、連携を望むばかりではだめだと思いますの

で、教育の部分、福祉の部分、一体的な連携がやはりこれ

から必要だなというふうに感じています。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。各委員から貴重なあるい

は多様なご意見を頂戴をさせていただきました。この機会

にこれだけはおっしゃっておきたいということがございま

したら。よろしいでしょうか。 

それでは今日は非常に広範な分野にまたがります児童発

達支援センターの立ち上げに向けてというテーマでご議論

をいただきました。本当に繰り返しになりますが、貴重な

ご意見、ご提言をいただきましたことに対しまして改めて

感謝を申し上げます。それぞれの委員さんのご意見をある

意味で総括をさせていただきますと、やはり教育は個に応

じた教育でありますとか、あるいは公教育の在り方は生き

る力を育む、そういうことは一般的に言われるわけであり

ますけども、まさにそのこういう発達支援が必要とされる

子どもたちは個に応じた教育が必要だろうと。しかし個に

応じた教育というのは概念では分かる部分はあるのです

が、実際に直接正面から向き合いながら教育現場とかある

いは福祉施策の現場で対応するっていうのは、それなりに

いろいろご苦労いただいているという部分で、そこで個に

応じた在り方、政策・施策の在り方っていうのは導き出さ
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福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れていくんだろうなというふうに思うわけでありますし、

それを一定保護者の方にも理解を深めていただくというの

が次なる大きなテーマだろうと思います。これも各委員か

らおっしゃっていただいたように、これだけ発達支援の対

象児童が増えてきているというのは先ほどありましたよう

に、保護者の理解も深まってきたのではないかという意見

も概要説明のところであったと思いますけども、そういう

意味からするとやはり一貫した乳幼児期からあるいは高校

を卒業するまで、さらには卒業してからも成人として自立

できる生活を営めるような政策展開を図っていく必要があ

るのだろうなと思います。決して幼保はこう、小中はこ

う、高校はこう、社会人はこうという区切りはする必要は

全くないわけでありますから、一貫して個に応じた政策あ

るいは施策が必要だろうなと改めて認識をさせていただい

たところでありますし、関係部局におきましてもそういう

思いでそれぞれの担当分野をこなしていただいて、そして

ある意味横断的な連携を図っていただくことが必要である

と認識をさせていただいたところであります。来年度以降

にセンターの開設となるわけですけども、まだ期間は特定

できませんがそのあたりに向けましてまだもうしばらく時

間はございますし、そこはしっかりと運営方針なり立てて

いって、地域の皆さんにも歓迎してもらえるような、ある

いは応援していただけるようなセンターの開設に向けて進

ませていただければなというふうに考えます。今日は本当

に難しいテーマでありましたけれども、貴重なご意見ある

いはご提案をいただきましたことに感謝を申し上げまして

終りの言葉とさせていただきます。本当にありがとうござ

いました。 

 

（総合教育会議終了 午前１１時２４分） 

 

 


